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補正予算はじめ１０議案を審議
５月２７日から６月１７日まで

令和３年６月  第２回定例会

今議会に上程された議案・採決結果等は次のとおりです。
・条　　例　（２件）　可決（全会一致）
・補正予算　（３件）　可決（全会一致）
・事　　件※ （３件）　可決（全会一致）
・同　　意　（２件）　同意（賛成多数）

※事件とは…
　予算や条例関係以外のその他の議案の
　ことをさします。

議　案 内　容

条　

例

木島平村資金積立基金条例
　　　　　　　（一部改正）

木島平村ふるさとづくり基金※使途（区分）
見直しによる改正。
※ふるさとづくり基金とは…
　ふるさと納税からの積立基金のことです。

木島平村情報通信施設条例
　　　　　　　（一部改正）

ケーブルテレビ加入負担金について、分割納付も
可とするための改正。

令　

和　

３　

年　

度　
　

補　

正　

予　

算

一般会計
追加  １,７６１ 万３千円※
 （総額  ３５ 億 １,７２３ 万８千円）
財源　国・県の補助金　ほか
 ・地方創生臨時交付金
 ・新型コロナウイルス感染症
 　セーフティーネット強化交
 　付金
 ・ひとり親世帯生活支援特別
 　給付金　など

※追加金額は、新型コロナウイ
　ルスの影響により中止となっ
　た事業などの減額補正も含ま
　れます。
　減額補正の内容は、紙面の都
　合上、省かせていただきます。

＜おもな歳出＞
【総務課】

〇企画費　５４ 万４千円
　姉妹都市交流及びふるさと応援団宿泊補助
　の運用方法の変更による組み替えほか。

【子育て支援課】
〇児童福祉総務費　１,０６９ 万３千円
　新型コロナ長期化による給付金ほか。
　・低所得子育て世代生活支援特別給付金事業
　・ひとり親世帯生活支援特別給付金事業
　　（村独自に１人１万円を追加給付）
【産業課】
〇農業振興費　３９０万円
　・道の駅ファームス木島平の施設運営計画
　　の策定委託料（２８０万円）
　・対象者増加による農業後継者等育成事業
　　奨励金の補助金ほか（１１０万円）
〇農産物ブランド化推進費　１９９万３千円
　有機センター事務室の環境悪化改善のため、
　コンテナハウス賃借料及び工事費（１７４万
　円）ほか。
〇商工振興費　１,４４９万１千円
　村内の経済対策として、村民一人当たり
　　３０００円分の商品券配布事業費。
〇観光施設管理費　５２万２千円
　スキー場の湧水（不明水）の水質検査及び
　止水工事費。
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≪賛 否 の 分 か れ た 議 案 の 結 果≫

■表の説明：〇賛成（起立）・×反対　（反対討論は ３６ ページ）
（議長は議決に参加しないため、議員名から外してあります）

起立採決の様子

議　案 内　容

令　

和　

３　

年　

度　
　

補　

正　

予　

算

一般会計（続き） 【建設課】
〇土木費　３５５ 万８千円
　ロータリー除雪車の修繕費（２９９ 万円）ほか。

【生涯学習課】
〇公民館費　１９ 万８千円
　中学生を対象としたロボットプログラミング教室委託料。
〇体育施設管理費　７２ 万６千円
　クロスカントリー競技場とジュニアサッカー場を使用分けする
　ためのアスファルト工事費用。

情報通信特別会計※
追加  １３ 万２千円
 （総額  ５,７３２ 万円）

老朽化に伴う取材用カメラの三脚購入費。
※情報通信特別会計とは…
　ケーブルテレビ（ふう太ネット）の運営費用に関わる会計です。

学校給食特別会計※
増減なし
 （総額  ２,０７２ 万９千円）

金融機関への振替手数料を一般会計から支払うための組み替え。
※学校給食特別会計とは…
　家庭から徴収した給食費を食材の支払いに使うための会計です。

事　

件

財産の取得について 〇取得財産　大型ロータリー　１台
〇契約金額　４,４８８ 万円
〇契約相手　株式会社  前田製作所

工事請負契約の締結について
財源　過疎対策事業債※
　　　国の補助金　ほか

〇契約目的　村体育館耐震改修工事
〇契約金額　５,４６７ 万円
〇契約相手　株式会社  サンタキザワ木島平支店
※過疎対策事業債（過疎債）とは…
　過疎地域に該当する市町村が発行できる地方債であり、元利償還金の
　７割が後年度、地方交付税として国から交付される有利な借入金です。

村道路線の認定について 木島平村道 ８１８ 号線（旧役場前の県道から新庁舎までの取付道路）

同　

意

農業委員会委員の任命につき
認定農業者が委員の過半数を
占めることを要しない場合の
同意について

農業委員会委員の選出にあたり認定農業者※が過半数に満たない
場合は、議会の同意を得る必要がある。
※認定農業者とは…
　自ら経営改善に取り組む農業者のうち、農業経営改善計画を作成し、
　村から認定を受けた農業者のことです。

農業委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

農業委員会委員に １０ 人を選任。
（選任された農業委員は農業委員会だより８月号に掲載予定）

議　　案

議　　員　　名

結　

果

山
﨑　

栄
喜

山
浦　
　

登

山
本　

隆
樹

芳
川　

修
二

丸
山　

邦
久

勝
山　
　

卓

土
屋
喜
久
夫

勝
山　
　

正

江
田　

宏
子

農業委員会委員の任命につき認定
農業者が委員の過半数を占めるこ
とを要しない場合の同意について

〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 同意

農業委員会委員の任命につき同
意を求めることについて 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 同意
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受理番号 件　　　名 申請者・提出者 採決結果

陳情第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情

飯水岳北地区労働組合連合
議長　小林則夫　ほか１名 不採択

みなさんからの請願・陳情

土
屋　

喜
久
夫

　

村
は
、
昭
和
30
年
農
業
立

村
と
し
て
発
足
し
た
。

　

近
年「
農
を
基
軸
と
す
る
」

「
農
を
活
か
す
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
、
ま
た
６
次
産
業

に
向
け
て
農
の
進
展
の
た
め
、

農
の
拠
点
施
設
等
、
村
政
を

推
進
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
農
産
物
価
格
の

低
迷
、
農
業
の
担
い
手
不
足

か
ら
遊
休
荒
廃
農
地
の
増
大

な
ど
、
農
業
を
取
り
ま
く
環

境
は
非
常
に
悪
く
、
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。

　

提
案
の
同
意
案
件
は
、
村

の
農
業
委
員
定
数
10
人
に
対

し
て
５
人
の
認
定
農
業
者
を

定
め
る
農
業
委
員
会
法
の
抜

け
道
を
探
る
も
の
で
あ
り
、

村
内
に
あ
る
農
業
認
定
団
体

３４
経
営
体
の
認
定
農
業
者
の

理
解
を
再
度
求
め
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
安
易
に
運
用

を
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
本
議
案
に
不
同
意
を
表

明
す
る
。

　
「
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
認
定
農
業
者
が
委
員
の
過

半
数
を
占
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
場
合
の
同
意
」
に
つ
い
て
賛
否

が
分
か
れ
、
土
屋
議
員
が
反
対
討
論
を
し
ま
し
た
。（
要
旨
抜
粋
）

○
９
月
議
会
定
例
会

開　

会　

日　

８
月
26
日（
木
）

一
般
質
問
①　

９
月
８
日（
水
）

一
般
質
問
②　

９
月
９
日（
木
）

閉　

会　

日　

９
月
17
日（
金
）

○
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
　
　
　
　
　

８
月
17
日（
火
）

　

議
会
事
務
局
へ
直
接
ご
持
参

の
う
え
、
事
務
局
員
に
説
明
を

お
願
い
し
ま
す

６
月
定
例
会 

同
意
議
案
に
つ
い
て
反
対
討
論

次
回
定
例
会
の
開
催
予
定

討論をする土屋議員

　

６
月
14
日
、
村
内
施
設
の

現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
現

在
休
館
中
の
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー

ネ
ス
ベ
ル
ク
、
郷
の
家
、
馬

曲
温
泉
、
旧
北
部
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
で
き
た

分
譲
地
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
御
殿
、

有
機
セ
ン
タ
ー
の
５
か
所
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

各
施
設
で
、
担
当
か
ら
説

明
を
受
け
、
施
設
の
老
朽
化
、

修
繕
の
必
要
な
箇
所
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
道
の
駅
フ
ァ

ー
ム
ス
木
島
平
の
加
工
室
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
村
の
財
産

の
適
切
な
活
用
方
法
を
探
り
、

村
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

村 内 施 設 を 視 察 し ま し た会期中のできごと

ホテルシューネスベルク

農村文化伝承施設  郷の家

有機センター（事務室） 道の駅  ファームス木島平



議会だより 2021.7（No.237）

27

【
第
１
日
目
（
６
月
９
日
）】

●
勝
山
　
正

　

①
国
・
県
の
千
曲
川
河
川
整
備
状
況

　
　

お
よ
び
村
の
考
え
・
対
応
に
つ
い
て

　

②（
財
）長
野
県
下
水
道
公
社
へ
の
総
合

　
　

一
括
管
理
に
つ
い
て

　
●
山
﨑 

栄
喜

　

①
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
に
つ
い
て

　

②
押
印
の
廃
止
等
に
つ
い
て

　

③
議
会
対
応
に
つ
い
て

●
山
本 

隆
樹

　

①
樽
川
河
川
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

②
下
高
井
農
林
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

　

③
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

　
●
山
浦
　
登

　

①
国
民
健
康
保
険
の
均
等
割
保
険
税
の

　
　

の
減
額
に
つ
い
て

　

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　

③
個
別
施
設
計
画
策
定
と
村
施
設
の

　
　

維
持
管
理
更
新
に
つ
い
て

　

④
人
口
減
少
過
疎
化
の
進
行
に
対
す
る

　
　

木
島
平
村
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

　
　

つ
い
て

※
質
問
・
答
弁
の
要
旨
は
来
月
（
８
月
号
）
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

６
月
９
・
１０
日
に
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
議
員
の
一
般
質
問
の
項
目

６
月
定
例
会  

審
査
意
見

①
多
分
野
で
横
断
的
に
活
動
す
る
「
地

域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
※
」
が

配
置
さ
れ
、
複
数
課
（
係
）
に
わ
た

る
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

　

関
係
部
署
間
で
、
日
々
の
職
務
及
び

安
全
管
理
等
、
業
務
実
態
を
十
分
把

握
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

②
「
有
機
セ
ン
タ
ー
」
の
今
後
の
方
向

性
が
検
討
さ
れ
、
先
進
地
の
視
察
等

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
方
針
の
決
定

や
関
係
農
家
と
の
協
議
等
、
早
目
の

対
応
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
「
有
機
の
里
」
の
あ
り
方
も
併

せ
て
検
討
さ
れ
た
い
。

③
中
学
生
対
象
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

講
座
」
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

希
望
者
が
想
定
人
数
を
超
え
た
場
合
、

希
望
す
る
生
徒
の
意
欲
を
損
な
わ
な

い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

④
道
の
駅
「
運
営
計
画
策
定
業
務
」
の

委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

業
務
委
託
前
に
、
効
果
を
十
分
検
討

し
、
計
画
が
村
財
政
に
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
、
慎
重
に
対
応
さ
れ
た
い
。

⑤
ホ
テ
ル
シ
ュ
ー
ネ
ス
ベ
ル
ク
等
、
村

有
財
産
（
施
設
・
土
地
）
の
管
理
に

つ
い
て
、
適
正
に
行
わ
れ
た
い
。

【
第
２
日
目
（
６
月
10
日
）
】

●
丸
山 

邦
久

　

①
一
般
質
問
に
お
け
る
村
長
の
答
弁

　
　

の
重
み
に
つ
い
て

　

②
村
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

●
江
田 

宏
子

　

①
企
業
や
大
学
等
と
の
連
携
協
定
の

　
　

あ
り
方
に
つ
い
て

　

②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
関
係
人
口
拡
大
の

　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

③
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
よ
る
具
体

　
　

的
な
取
り
組
み
は

●
芳
川 

修
二

　

①
村
の
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

　

②
村
政
執
行
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

　

③
第
三
セ
ク
タ
ー
（
株
式
会
社
）
の

　
　

経
営
体
制
に
つ
い
て

●
土
屋 

喜
久
夫

　

①
自
治
体
経
営
は
如
何
に
？

　

②
行
政
情
報
の
周
知
公
平
性
？

　

③
木
島
平
農
業
の
振
興
策
を
問
う

予
算
決
算
常
任
委
員
会 

５
件

※
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
…

　

今
年
度
は
２
人
の
会
計
年
度
任
用
職

　

員
を
配
置
し
、
教
育
や
産
業
な
ど
多

　

様
な
事
業
を
地
域
と
つ
な
げ
る
役
割

　

と
し
て
い
ま
す
。

会議録は、定例会・臨時会の本会議（一般質問含む）記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30～午後5：15）
・村ウェブサイトに掲載
＊ウェブサイトへのアクセスは、次の順に進んでください。
 木島平村ウェブサイト➡行政ページ➡行政情報➡木島平村議会➡会議録

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧になれます

スマートフォンからは、こちらの
ＱＲコードを読み取りください。
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令
和
３
年
３
月 

第
１
回
議
会
定
例
会

で
出
さ
れ
た
「
審
査
意
見
」
に
対
す
る
村

の
対
応
の
報
告
で
す
。

（
５
月
２７
日
本
会
議
「
諸
般
の
報
告
」
よ
り
）

　
　
　
　

村
体
育
館
の
耐
震
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難
所
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
の
調
整
に
遺
漏
の
無
い
よ
う
配
慮
さ

れ
た
い
。

　
　
　
　

村
体
育
館
の
耐
震
工
事
期
間

は
、
概
ね
本
年
11
月
か
ら
令
和
４
年
３

月
を
予
定
。工
事
期
間
中
は
、代
替
施
設

の
確
保
な
ど
関
係
者
と
調
整
し
て
い
く
。

総
務
民
生
文
教
常
任
委
員
会

「
３
月
議
会
の
審
査
意
見
」に
対
す
る
村
の
対
応（　

）

　
　
　
　

木
島
平
村
気
候
非
常
事
態

宣
言
が
上
程
さ
れ
て
い
る
が
、
村
民

の
行
動
指
針
と
し
て
実
効
性
を
担
保

さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
村
の

方
針
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体

的
な
取
組
み
は
、
今
後
計
画
策
定
を
進

め
る
と
と
も
に
、
事
業
推
進
に
つ
い
て

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
進
め

て
い
く
。

　
　
　
　

学
習
用
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー

※
の
貸
付
事
業
が
始
ま
る
が
、
家
庭
間

に
差
異
の
出
な
い
よ
う
、
周
知
、
指
導

を
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
教
育
の
公
平
性

に
留
意
さ
れ
た
い
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　

ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
が
、

覚
書
の
も
と
収
受
さ
れ
て
き
た
。
補
正

予
算
１
０
０
万
円
減
免
は
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
リ
フ
ト
の
収
益
か
ら
鑑
み
、
疑
問

で
あ
る
。
会
計
の
独
立
性
を
保
つ
た
め
、

減
免
は
再
考
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

施
設
使
用
料
の
名
目
の
た
め
、

減
免
せ
ず
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
と
す

る
。

　
　
　
　

貸
付
の
対
象
は
、
自
宅
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
家
庭
と
し
、

申
込
み
多
数
の
場
合
は
（
貸
付
台
数
は

26
台
）
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
最
高

学
年
の
児
童
生
徒
を
優
先
に
貸
付
し
、

貸
与
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

学
校
や
公
共
施
設
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
（
ネ
ッ

ト
環
境
）
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　

農
林
高
校
と
の
連
携
強
化
を

め
ざ
す
人
材
の
配
置
を
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
農
林
高
校
の
意
向
を
重
視
さ
れ

た
い
。

　
　
　
　

「
定
年
引
上
げ
関
係
例
規
」

整
備
支
援
業
務
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
定
年
引
上
げ
は
国
に
先
行
す

る
事
な
く
、
村
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
考
慮
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

ス
キ
ー
リ
フ
ト
使
用
料
が
、

覚
書
の
も
と
収
受
さ
れ
て
き
た
。
補
正

予
算
１
０
０
万
円
減
免
は
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
リ
フ
ト
の
収
益
か
ら
鑑
み
、
疑
問

で
あ
る
。
会
計
の
独
立
性
を
保
つ
た
め
、

減
免
は
再
考
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

施
設
使
用
料
の
名
目
の
た
め
、

減
免
せ
ず
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
と

す
る
。

　
　
　
　

木
島
平
観
光
株
式
会
社
の
債

務
負
担
行
為
１
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
村
貸
付
金
含
め
、
再
三
、
監
査
委

員
か
ら
貸
借
書
類
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
村
と
し
て
信
用
失
墜
と
な
ら

な
い
よ
う
至
急
対
応
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

監
査
後
、
直
ち
に
書
類
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
必
要

な
書
類
整
備
等
を
徹
底
し
て
い
く
。

　
　
　
　

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
地
域

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
配

置
し
、
業
務
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
村

と
農
林
高
校
と
で
打
合
せ
を
行
い
、
地

域
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て
何
が
で
き

る
か
学
校
の
意
向
を
確
認
し
た
。
今
後

も
、
農
林
高
校
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

村
と
し
て
は
、
国
及
び
県
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
適
切
に
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　

情
報
通
信
施
設
が
村
直
営
と

な
る
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
回
線
の
村
内
敷
設

が
現
実
的
と
な
る
中
、
今
後
の
情
報
通

信
事
業
の
あ
り
方
を
十
分
検
討
し
、
財

政
負
担
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

運
営
方
法
の
形
態
を
問
わ
ず

適
正
な
財
政
負
担
の
中
で
事
業
を
推
進

し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
く
。

趣
旨

抜
粋

※
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
と
は
…

　

回
線
工
事
を
行
わ
な
く
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
が
使
用
で
き
る
通
信
端
末
の
こ
と
で
す
。

意
見
①

対
応
①

意
見
②

対
応
②

意
見
③

対
応
③

意
見
①

対
応
①

意
見
②

対
応
②

意
見
③

対
応
③

意
見
④

対
応
④

意
見
⑤

対
応
⑤

昭和 ５０ 年に建てられた村体育館
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ふ
る
さ
と
応
援
団
・
調
布
・

木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ
会
員
へ
の
宿
泊
費

補
助
事
業
が
予
算
化
さ
れ
、
観
光
振
興

局
で
の
取
り
扱
い
を
想
定
し
て
い
る
。

宿
泊
施
設
へ
の
配
分
が
最
大
と
な
る
施

策
が
重
要
で
あ
り
、
運
用
方
法
を
再
考

さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

業
務
を
村
直
営
で
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
費
を
使
用
料
に
計
画

変
更
し
、
事
業
費
全
額
を
宿
泊
施
設
へ

配
分
可
能
と
し
た
。

　
　
　
　

ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
を

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
各
家
庭
等
の
廃

棄
物
処
理
の
実
態
を
把
握
し
、
導
入
の

必
要
性
を
再
考
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

ゴ
ミ
の
分
別
は
、
広
報
や
ふ

う
太
ネ
ッ
ト
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
が
、

未
だ
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
村

内
の
ゴ
ミ
出
し
状
況
や
先
に
導
入
予
定

の
近
隣
市
村
の
普
及
状
況
を
見
な
が
ら

導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　

敬
老
祝
い
品
の
予
算
が
社
協

か
ら
村
対
応
に
変
更
さ
れ
、
村
の
み
で

の
敬
老
祝
賀
訪
問
と
な
る
が
、
今
後
も

村
民
と
社
協
の
関
わ
り
が
減
少
し
な
い

よ
う
、
村
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
村
と

社
協
合
同
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。
村
民
と
社
協
の
関
わ
り
合
い
が
減

少
し
な
い
よ
う
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室
の
床

張
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
避
難

所
機
能
、
衛
生
面
等
に
充
分
配
慮
し
、

施
行
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

避
難
所
機
能
、
衛
生
面
等
に

も
配
慮
し
な
が
ら
現
況
（
床
材
）
に
即

し
た
施
工
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　

小
中
学
校
に
配
備
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
リ
ー
ス
料
が
年
額
５
０
０
万
円

に
及
ぶ
。予
備
と
し
て
配
置
す
る
金
額
と

し
て
は
膨
大
す
ぎ
る
。反
面
、総
務
費
の

用
紙
類
の
費
用
は
増
大
し
て
い
る
。ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
見
据
え
、全
庁
的
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
有
効
活
用
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

生
涯
学
習
課
の
講
座
や
ち
っ

ち
ゃ
な
図
書
館
学
習
室
へ
配
備
、学
校
で

の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
予
備
機
と

し
て
活
用
。ま
た
、保
育
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
る
た
め
の
有
効
利
用
も
検
討
中
。

　
　
　
　

道
路
草
刈
機
の
修
繕
に
７
０

０
万
円
余
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。修
繕
費

と
し
て
は
膨
大
で
あ
り
、農
業
振
興
公
社

に
配
備
し
た
除
草
機
械
の
活
用
等
も
想

定
で
き
る
。限
ら
れ
た
予
算
で
最
大
限
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

村
道
の
維
持
管
理
の
た
め
、

現
場
状
況
に
適
し
た
機
械
に
よ
る
作
業

が
効
率
的
。
作
業
機
の
特
性
も
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
効
率
的
な
作

業
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　

地
域
お
こ
し
企
業
人
の
観
光

振
興
局
へ
の
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
や
包
括
連
携
協
定
し
た

企
業
等
と
連
携
し
て
、
真
に
村
民
経
済

の
向
上
に
資
す
る
よ
う
調
整
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

観
光
産
業
に
つ
い
て
実
績
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
民
間
と
の
連
携
が
必

須
。
効
果
が
上
が
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　

観
光
振
興
局
の
業
務
を
村
職

員
が
代
行
し
て
い
る
印
象
が
強
い
。
行

政
か
ら
独
立
し
て
、
民
間
感
覚
で
村
内

経
済
を
連
結
す
べ
き
で
あ
り
、
組
織
目

的
を
達
成
で
き
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
十
分
生
か
し
、
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
村
も
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
　

新
規
に
Ｕ
タ
ー
ン
住
宅
補
助

金
を
計
画
さ
れ
た
事
は
評
価
す
る
が
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
交
付
対
象
者
な

ど
事
業
内
容
を
精
査
し
た
上
で
実
行
さ

れ
た
い
。

　
　
　
　

今
後
の
需
要
の
動
向
も
見
な

が
ら
、
効
果
の
あ
る
制
度
に
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

経
済
対
策
に
多
額
の
予
算
計
上
が
さ
れ

て
い
る
。
観
光
事
業
は
、
村
内
の
経
済

を
担
う
重
要
な
産
業
で
は
あ
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
蔓
延
地
域
と
の
交
流
に
つ
い

て
、
約
４０
％
の
高
齢
者
を
抱
え
る
本
村

と
し
て
、
村
民
感
情
に
十
分
配
慮
さ
れ

た
い
。

　
　
　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
財

源
に
し
た
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
は
、
経
済

対
策
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
ひ
と
り
親
世
帯
や
子
育
て

世
帯
支
援
事
業
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
適
期
に
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

意
見
⑥

対
応
⑥

意
見
⑦

対
応
⑦

意
見
⑧

対
応
⑧

意
見
⑨

対
応
⑨
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⑪

意
見
⑫

対
応
⑫

意
見
⑬

対
応
⑬

意
見
⑭

対
応
⑭

意
見
⑮
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【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

５
月
14
日
に
発
行
さ
れ
た
議
会
だ
よ

り
５
月
号
20
ペ
ー
ジ
の
議
会
構
成
表
に

お
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
丸

山
邦
久
議
員
の
氏
名
を
記
載
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


